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1. 平成30年7月期第1四半期の業績（平成29年8月1日～平成29年10月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年7月期第1四半期 756 1.2 208 0.3 211 △0.4 144 2.9

29年7月期第1四半期 747 2.3 207 20.6 211 22.1 140 31.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年7月期第1四半期 21.84 ―

29年7月期第1四半期 21.22 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年7月期第1四半期 4,668 3,857 82.6

29年7月期 4,634 3,817 82.4

（参考）自己資本 30年7月期第1四半期 3,857百万円 29年7月期 3,817百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年7月期 ― 19.00 ― 20.00 39.00

30年7月期 ―

30年7月期（予想） 20.00 ― 20.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 7月期の業績予想（平成29年 8月 1日～平成30年 7月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,490 0.7 360 △3.3 370 △4.0 250 △2.9 37.70

通期 3,020 1.5 705 2.6 720 2.1 485 1.3 73.14

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年7月期1Q 6,632,800 株 29年7月期 6,632,800 株

② 期末自己株式数 30年7月期1Q 1,911 株 29年7月期 1,911 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年7月期1Q 6,630,889 株 29年7月期1Q 6,630,889 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮
定を前提としております。実際の業績は、今後、様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１） 経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間における日本経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで緩やかな景気回復基調が続き、

個人消費も緩やかに持ち直してきました。当社事業が中心的に関わる一般消費財流通業界においては、少子高齢化

の進展、店頭での販売競争の常態化、ネット販売の拡大をはじめとした消費者購買チャネルの変化、人件費・物流

費の高騰等により厳しい環境が続く一方で、引き続きインバウンド需要（日本を訪れる外国人観光客による需要）

や、高単価・高付加価値商品への国内需要が好調に推移しました。 

このような状況のもと、当社は、「プラネット ビジョン２０２５」に基づき、中立的な立場で「企業間取引にお

ける業務効率の追求」「企業間におけるコミュニケーションの活性化」「流通における情報活用の推進」「社会に

役立つ情報の収集と発信」を行うことで業界と社会に貢献すべく各施策への取り組みを継続しました。 

事業別の活動状況は次のとおりです。 

 ＥＤＩ事業

日用品・化粧品、ペットフード・ペット用品、ＯＴＣ医薬品（一般用医薬品）に加え、健康食品や介護用品等

の隣接した各業界において、メーカー・卸売業間の「基幹ＥＤＩ」サービスのさらなる普及活動を継続しました。

また、業界のオンライン取引の一層の推進を図るべく、主に中小メーカー・大手卸売業間の「Ｗｅｂ受注－仕入

通信サービス『ＭＩＴＥＯＳ（ミテオス）』」や、卸売業の販売実績をメーカーに通知する「販売データ」を簡

易に利用できる「販売レポートサービス」の導入推進活動にも注力しました。これらの活動により、新規利用社

数及び新規接続本数が順調に増加し、料金値下げによる売上減少分を補完しました。  

さらに、ＩＴ環境が変化し続けるなかでも継続的に安定したサービスを提供するため、ネットワーク基盤を強

化しました。 

 データベース事業

小売業の店舗や、卸売業の支店・物流センターなどを示す「標準取引先コード」を蓄積した「取引先データベ

ース」において、さらなる機能改善に向けた調査を開始しました。 

また、日用品・化粧品、ペットフード・ペット用品、ＯＴＣ医薬品等のナショナルブランドの商品情報を蓄積

した「商品データベース」において、登録及び利用推進のための機能改善を行うとともに、商品情報の収集に努

めました。さらに、今後もインバウンド需要の増加が予想されるため、「商品データベース」の多言語対応に関

する調査・研究に力を入れるなど、各データベースサービスの付加価値向上のための取組みを継続いたしました。 

 その他事業

業界の膨大な取引データをビッグデータとして上手く活用することで実現し得る「見える化サービス」の調査

研究及び開発への取組みを継続いたしました。 

これら３つの事業への取組みの結果、主にＥＤＩ通信処理データ量が増加したことに支えられ、当第１四半期累

計期間の売上高は756百万円（前期比1.2％増）となりました。また、ＥＤＩのネットワーク基盤入れ替えに伴う運

用の見直し等により売上原価が減少した一方、ホームページ・リニューアル実施等により販売費及び一般管理費が

増加したことから、営業利益は208百万円（前期比0.3％増）となりました。その結果、経常利益は211百万円（前期

比0.4％減）となり、四半期純利益は144百万円（前期比2.9％増）となりました。 

（２） 財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ34百万円（0.7％）増加し、4,668百万円となり

ました。流動資産は25百万円（1.1％）増加し、2,318百万円となりました。これは主に現金及び預金が21百万円増

加したこと等によるものであります。また、固定資産は前事業年度末に比べ8百万円（0.4％）増加し、2,350百万円

となりました。これは主に投資有価証券及び関係会社株式の評価額が増加したこと等によるものであります。 

負債の部は、前事業年度末に比べ6百万円（0.8％）減少し、811百万円となりました。流動負債は28百万円
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（6.2％）減少し、437百万円となりました。これは主に未払法人税等が減少したこと等によるものであります。ま

た、固定負債は前事業年度末に比べて22百万円（6.4％）増加し、374百万円となりました。これは主に繰延税金負

債の増加等によるものであります。 

純資産の部は、その他有価証券評価差額金の増加等により、前事業年度末に比べ40百万円（1.1%）増加し、3,857

百万円となりました。 

 

（３） 業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当期は、従来に引き続き、日用品・化粧品及びＯＴＣ医薬品、ペットフード・ペット用品に加え、隣接した各業界へ

当社の主たる事業であるＥＤＩの普及活動を続け、中長期的に安定した成長を目指してまいります。 
第 2四半期及び通期の見通しにつきましては、現時点におきましては平成 29年 9月 11日付「平成 29年 7月期決算

短信〔日本基準〕（非連結）」に記載の業績予想と変更はありません。 

 

２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１） 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（２） 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年７月31日)

当第１四半期会計期間
(平成29年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,821,375 1,842,724

売掛金 435,609 429,015

前払費用 14,229 11,257

繰延税金資産 14,834 22,468

その他 7,447 13,285

貸倒引当金 △100 △100

流動資産合計 2,293,396 2,318,652

固定資産

有形固定資産

建物 52,345 52,345

減価償却累計額 △34,491 △35,216

建物（純額） 17,853 17,128

工具、器具及び備品 32,519 32,519

減価償却累計額 △20,566 △21,222

工具、器具及び備品（純額） 11,953 11,296

有形固定資産合計 29,806 28,425

無形固定資産

ソフトウエア 557,069 522,032

電話加入権 1,383 1,383

無形固定資産合計 558,452 523,415

投資その他の資産

投資有価証券 1,028,462 1,058,102

関係会社株式 534,785 545,601

保険積立金 103,046 107,870

その他 86,943 86,905

貸倒引当金 △121 △121

投資その他の資産合計 1,753,116 1,798,359

固定資産合計 2,341,375 2,350,200

資産合計 4,634,771 4,668,852

決算短信（宝印刷） 2017年11月13日 17時48分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱プラネット(2391) 平成30年7月期第1四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)

4



(単位：千円)

前事業年度
(平成29年７月31日)

当第１四半期会計期間
(平成29年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 160,964 136,809

未払金 80,665 54,131

未払法人税等 122,632 83,626

賞与引当金 23,017 50,638

役員賞与引当金 32,000 8,000

その他 46,709 103,815

流動負債合計 465,988 437,021

固定負債

繰延税金負債 70,585 82,542

退職給付引当金 137,147 142,000

役員退職慰労引当金 132,400 138,200

資産除去債務 11,594 11,639

固定負債合計 351,728 374,383

負債合計 817,716 811,404

純資産の部

株主資本

資本金 436,100 436,100

資本剰余金 127,240 127,240

利益剰余金 2,870,486 2,882,692

自己株式 △1,786 △1,786

株主資本合計 3,432,040 3,444,246

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 385,014 413,201

評価・換算差額等合計 385,014 413,201

純資産合計 3,817,055 3,857,447

負債純資産合計 4,634,771 4,668,852
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成28年８月１日
　至 平成28年10月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年８月１日

　至 平成29年10月31日)

売上高 747,137 756,164

売上原価 259,627 250,368

売上総利益 487,510 505,795

販売費及び一般管理費 279,806 297,367

営業利益 207,704 208,428

営業外収益

受取利息 10 9

受取配当金 280 280

有価証券利息 1,273 1,897

貸倒引当金戻入額 2,296 ―

雑収入 301 490

営業外収益合計 4,162 2,677

経常利益 211,866 211,105

特別利益

投資有価証券売却益 ― 2,824

特別利益合計 ― 2,824

税引前四半期純利益 211,866 213,929

法人税、住民税及び事業税 75,725 77,212

法人税等調整額 △4,555 △8,105

法人税等合計 71,170 69,106

四半期純利益 140,695 144,823
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（３） 四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）  
該当事項はありません。 

 

４．補足情報 

当第１四半期累計期間における販売実績を事業別に示すと、次のとおりであります。 

 

事 業 別 

前年同四半期 

平成29年7月期 

第1四半期 

当四半期 

平成30年7月期 

第1四半期 

（参考）前期 

 (平成29年7月期) 

金額(千円) 構成比（％） 金額(千円) 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 

Ｅ Ｄ Ｉ 事 業 654,808 87.6 669,800 88.6 2,612,923 87.8 

デ ー タ ベ ー ス 事 業 86,875 11.6 81,150 10.7 339,823 11.4 

そ の 他 事 業 5,454 0.7 5,214 0.7 21,576 0.7 

合 計 747,137 100.0 756,164 100.0 2,974,322 100.0 

（注） 1．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

2．記載金額については、表示単位未満を切り捨てて表示しております。 

3．記載比率については、表示単位未満を四捨五入して表示しております。 

 

 

以上 
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